
解剖学 
 
責  任  者  ： 佐藤 洋一 教授 

担当講座（科） ： 医学部 解剖学講座 

講 義  21 時間 

単 位   1 単位 

学 年 

２学年 前期 

学習方針 

基本理念： 

医療・生命科学の対象である人体の構造と機能を充分にわきまえることで、還元主義・分析主

義に堕することなく高い視野から研究を遂行できると思われる。また人体を総体として観ること

により、臨床現場において病者を「人」としてとらえることが自然にできるようになる。大局観

を持ち、高い倫理性を有する薬学者・薬剤師を育成するために、解剖学（含、組織学・発生学）

を教示する。 

一般目標（GIO）： 

病者を中心に据えた薬学者・薬剤師としての視点を磨くため、人体を構成する諸器官と組織の

おおまかな位置関係と構成要素を理解し、薬剤が人体のどこの臓器のどの細胞の、いかなる機構

に働きかけるのか、イメージできるようになる。 

到達目標（SBOs）： 

1. 薬学における形態学の意義を述べることができる。 

2. 細胞内シグナリングを細胞内構造と結びつけて説明できる。 

3. 脊椎動物を構成する基本的組織を述べることができる。 

4. 全身の骨格を概説できる。 

5. 骨代謝に与かる細胞を述べることができる。 

6. 全身の筋肉を概説できる。 

7. 神経と筋肉の相関を述べることができる。 

8. 血液中の細胞の種類と機能を述べることができる。 

9. 神経組織の基本的構造（灰白質と白質）を述べることができる。 

10. 中枢神経の概略図を書くことができる。 

11. 神経組織を構成する細胞を列挙できる。 

12. 自律神経の種類と形態的特徴を述べることができる。 

13. 内分泌器官を列挙し、その分泌調節機構を述べることができる。 

14. 生体防御に関係した器官の基本構造を図示できる。 

15. 脈管の基本構造を図示できる。 

16. 気道・呼吸器を構成する細胞・組織を図示できる。 



17. 消化管の基本構造を図示できる。 

18. 肝臓の役目を列挙できる。 

19. 尿生成に与かる細胞・組織を説明できる。 

20. 男性生殖器と女性生殖器の構造的・機能的相違を比較して述べることができる。 

21. 人体の成り立ちを初期発生から順序よく述べることができる。 

22. 実際の解剖体を観察した後、内臓諸臓器の位置と形を大まかに描くことができる。 

講義日程 

月日 曜 時限 講座（科）名 担 当 者 内       容 

5/ 8 金 3 
解 剖 学 講 座 

細胞生物学分野 
佐藤 洋一 教授

【解剖学・形態学序論】生命体の形を観る

ことの意義、形態学的手法、細胞の微細構

造と機能 【組織と器官】上皮組織、神経

組織、支持組織（結合組織）、筋肉組織、

中空臓器と実質臓器の基本構造（生物学実

習室使用） 

〃 〃 4 〃 〃 

【骨学】骨組織のリモデリング、四肢骨・

体軸骨・頭蓋骨の概要、人骨標本と顕微鏡

標本を観て、スケッチ（生物学実習室使用）

5/15 〃 3 〃 〃 

【人体解剖見学】実際の解剖体を参照しな

がら、人体の構造をまとめる。内臓諸器官

の概略を描く。(解剖実習室にて：齋野朝

幸准教授、小野寺悟講師） 

※ 14:00までに内丸キャンパスへ移動し

て白衣へ着替える。（更衣場所は後日連絡）

〃 〃 4 〃 〃 【人体解剖見学】続き 

5/22 〃 3 〃 〃 

【筋肉学】全身の筋肉の種類とおおまかな

分類、神経支配、骨格筋・平滑筋・心筋組

織の顕微鏡標本観察とスケッチ（生物学実

習室使用） 

〃 〃 4 〃 〃 
【血液】造血組織、末梢血の細胞、末梢血

観察とスケッチ（生物学実習室使用） 

6/ 5 〃 3 〃 〃 

【神経学１：脳と脊髄の概要】灰白質と白

質、脳室、脳脊髄液、髄膜、脳を養う血管、

【神経伝導路と高次機能】運動路、知覚路、

視覚路、聴覚路、感覚器（眼球と内耳標本

観察）（生物学実習室使用）→神経症状 



月日 曜 時限 講座（科）名 担 当 者 内       容 

6/ 5 金 4 
解 剖 学 講 座 

細胞生物学分野 
佐藤 洋一 教授

【神経学２：末梢神経】脳神経、脊髄神経

（頸神経叢、腕神経叢、腰仙骨神経叢）の

枝と筋肉支配、交感神経系、副交感神経系、

神経伝達物質【神経組織】ニューロン、グ

リア、シナプス、細胞分裂と移動、脳標本

と神経組織標本の観察とスケッチ（生物学

実習室使用）→向神経薬 

6/12 〃 3 〃 〃 

【内分泌系】ホメオスタシス、視床下部、

脳下垂体、甲状腺、副腎皮質、副腎髄質、

膵臓内分泌部（ランゲルハンス島）、性腺、

心臓、腎臓、脂肪組織→代謝疾患 

〃 〃 4 〃 〃 

【免疫系】胸腺、リンパ節、Mucosa 

Associated Lymphoid Tissue (GALT, 

BALT)、骨髄→免疫不全 

6/19 〃 3 〃 〃 
【循環器系】心臓、血管、リンパ管、脈管

の基本構造→高血圧治療薬 

〃 〃 4 〃 〃 
【呼吸器系】鼻腔、喉頭、気管支、肺、呼

吸の生理→喘息治療薬 

7/ 3 〃 3 〃 〃 

【消化器系】唾液腺、咽頭、食道、胃、小

腸、結腸、肝臓、胆嚢、膵臓→薬物代謝、

便秘薬、止痢薬 

〃 〃 4 〃 〃 

【泌尿生殖器系】腎臓、ネフロン、男性生

殖器、女性生殖器、受精と初期発生→薬物

排泄、利尿薬 

 

教科書（教）・参考図書（参）・推奨図書（推） 

 書 名 著者名 発行所 発行年 

教 
カラー人体解剖学 

―構造と機能:ミクロからマクロまで

F.H.ﾏﾃｨｰﾆ, M.P.ﾏｯｷﾝ

ﾘ, M.J.ﾃｨﾓﾝｽﾞ(著),

井上 貴央(監訳） 

西村書店 

（定価 7,800 円） 
2003 

 
成績評価方法 

 形成的評価として、小テストをおこなう。最終的にペーパーテスト（多肢選択および記述式）

とレポートで判定する。 
 



オフィスアワー一覧 

授業を担当する専任教員氏名 方 式 曜 時間帯 備 考 

解剖学講座 佐藤 洋一 Ａ－ⅱ 金 12:00～17:00
電子メールにて事前アポイ

ントメントをとること。 

 


